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開眼２１
2001年10月8日（月・祝）～14日（日）

第５５回日本臨床眼科学会を記念し、眼の愛
護デーと学会をはさむ一週間を「眼を考える
週間」として、「開眼２１」と名打ったイベ
ントを開催します（詳細は別紙）。

眼科府民講座
眼の病気についての正確な知識を広め、さ
らには、眼の病気の予防や早期発見につな
がるように、当科では本年6月より「一般
の方」を対象として眼の病気についての公
開講座を行なっております（詳細は別紙）。
毎月第4土曜の午後2時～4時、予約は不
要です。なお、患者さん用にビラ、ポスタ
ー等を希望の場合には郵送させていただき
ますので、ご連絡ください。

第５５回
日本臨床眼科学会記念
公開講座
「知ってナットク！近視の手術とコンタクト」

小玉裕司「コンタクトレンズと上手につきあ
う方法 ー近視・遠視・乱視・老視」

稗田 牧「レーシックとは何か？　近視を
レーザーで治す」

連絡先：京都府立医科大学眼科　
U R L：http://www.ophth.kpu-m.ac.jp
秘書　津軽麻里または小田智香子
T E L ：075-251-5578（直）
F A X：075-251-5663（直）
E-Mail：mtsugaru@ophth.kpu-m.ac.jp

coda@ophth.kpu-m.ac.jp

オーダーメード（ＯＭ）紹介システムもございます。

ＯＭ１：ご紹介→診断を当科で（治療・経過観察は紹介医で）

ＯＭ２：ご紹介→治療（手術）を当科で（経過観察は紹介医で）

ＯＭ３：ご紹介→診断・治療・経過観察すべて当科で

ご希望を紹介状にご記入ください（例：ＯＭ１希望）

初めての患者さんのご紹介やお問い合わせでもお気軽にご連絡ください。

Eye Treat革命の刊行にあたって 京都府立医科大学眼科学教室　教授 木下 茂

暑中お見舞い申し上げます。

さて、突然ですが、京都府立医大眼科から京都府内および近郊の先生方に眼科の最新情報を盛り込んだニューズレター

（Eye Treat革命）をお送りさせていただきました。今回は第一回目ですが、今後も年二回の定期刊行物として先生方にお届

けさせていただく予定です。我々は、このEye Treat革命に二つの使命を託しています。一つは、眼科医の先生方に最近話題

の治療方法などをご紹介することです。もうひとつは、眼科以外を専門とする先生方にポピュラーな眼科疾患の最近の考え方

を要約してお届けすることです。

押し付けがましく申し訳ございませんが、病診連携や患者サービスの一助としてご笑読いただければ幸甚です。

第55回日本臨床眼科学会
学会ホームページhttp://www.ringan2001.gr.jp/
2001年10月11日（木）～14日（日）

招待講演「免疫学：世紀を越えて」岸本忠三（大阪大学　総長）
特別講演「角結膜疾患に対する最近の臨床」澤充（日本大）、「黄斑部局所ERG

でなにが分かる？」三宅養三（名古屋大）
各専門学会による14のシンポジウム、インストラクション／スキルトランスファーコ
ース（予約制）、診察のライブなど

「サイエンスへ、心の眼がひらく」をキャッチフレーズに、２１世紀の眼科
臨床の発展に寄与できるよう、さまざまな新しい試みを企画しています。
事前登録（７月１６日まで）の方には７月下旬に抄録をお送りします。

■事務局

第55回日本臨床眼科学会事務局

京都府立医科大学眼科学教室内

〒602-0841 京都市上京区河原町広小路上ル

TEL：075-251-5578（直）

FAX：075-251-5663（直）

E-Mail：ringan2001@ophth.kpu-m.ac.jp

■事務局補佐

第55回日本臨床眼科学会事務局補佐

（株）ジェイコムコンベンション事業局内

〒530-0001 大阪市北区梅田2-4-9 サンケイビル本館7階

TEL:：06-6348-1391（代） FAX ：06-6456-4105

E-Mail：ringan@jtbcom.co.jp

■主　催

京都府立医科大学眼科

京都眼科医会

〒604-8585 京都市中京区御前通松原下ル

TEL：075-312-3671 FAX：075-314-5042


